
葉山まちづくり協会1カラーコピー代を値下げしました！
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葉山町
福祉文

化会館
 大会議室

●主催
：ＮＰ

Ｏ法人
葉山ま

ちづく
り協会

・葉山
まちづ

くり展
実行委

員会 /
後援：

葉山町

●問い
合わせ

：ＮＰ
Ｏ法人

葉山ま
ちづく

り協会
046-8

76-04
21

町内で
まちづ

くり活
動をし

ている
団体が

日ごろ
の活動

内容や
成果を

パネル
展示や

映像な
どで発

表しま
す。

貝のス
トラッ

プ作り
や

詩吟ワ
ンポイ

ントレ
ッスン

など

も開催
！ み

んな で 行 こ う♪

6 月 29 日（金）～ 7 月 1 日（日）
時間 ： 10 時～ 17 時（最終日 16 時）
場所 : 葉山町福祉文化会館  　

　ふわふわの生地にほろ苦い
キャラメルクリームがつまった
葉山ロールとチーズケーキの
セットは葉山朝市でも大人気！
厳選した素材を使ったプリンも
おすすめです。
　  ブラウンスイーツ / 葉山朝市

　夏みかんといえば葉山ロイヤル
ワインですが、そのワインの
果汁を使った葉山夏みかん
サイダーは爽やかさと炭酸の
シュワシュワ感がこれからの
季節にぴったりです。
　  葉山町酒商組合加盟店

● ●

● ●

● ●

● ●

　ひとつずつ手づくりされた愛情
たっぷりのクッキー。「種類が豊富で
選べない！」という方は詰め合わせが
おすすめ。 7 ～ 8 月限定販売の
クッキーは何味かお楽しみに♪
　  葉山クッキーマスカット

　いろんな新鮮ネタの旨みが
ギュッとつまっているどんぶり
その名も「おかあさん」。
近くにある食堂の店舗には
海の幸の豊富なメニューが
そろっています。
　  葉山港湾食堂 / 葉山朝市

　人気のサバやアジは脂がのっていて
クリーミーな味わい。タコやハンペンもあり
お酒のつまみやサラダなど、あなたの
工夫次第で食べ方もいろいろです。
　  スモークハウス葉山

● ●

　自ら育てる酒米と、葉山で
採れた素材を使ったお酒が
自慢です！
左：カヴォロ  湘南国際村で
生産する新鮮キャベツが焼酎に！
右：葉山田游び  爽やかな香りと
豊醇な味わいが人気の純米吟醸酒。
　 リカーズかさはら店

店

店

店

店

店

　お砂糖の素朴な味わいが口に広がる
キャンディ。カラフルですが天然の
着色料を使用しているので
お子さんにも安心です。
かわいい絵柄に思わずにんまり♪
　  マーロウ葉山店店

●●

● ●

　
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
！			

葉
山
の
お
土
産
。
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
や

定
番
も
い
い
け
れ
ど
、
た
ま
に
は
ひ
と
味
違
う
一
品
も
ど
う
ぞ
。

´´́
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第 12 回  
葉山まちづくり展

～ 葉山で  学ぶ・楽しむ・守る ～

　
　
　
　
　
　

　　

    　

◆
日　

時　

７
月
７
日
（
土
）　

13
時
～
14
時
40
分

　
　
　

◆
場　

所　

逗
子
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

◆
講　

師　

学
習
院
大
学　

寺
田
恵
子
講
師

　
　
　

◆
参
加
費　

３
０
０
円　
　

※
定
員
先
着
50
名

　
　
　

◆
問
合
せ　

０
４
６
（
８
７
５
）
０
０
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
柄
・
桜
山
古
墳
を
ま
も
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

白
仁
（
し
ら
に
）　 　

　
　
　

日
本
最
古
の
歴
史
書
「
古
事
記
」
が
編
さ
ん
さ
れ
て
今
年
で

　
　
　

ち
ょ
う
ど
千
三
百
年
を
迎
え
ま
す
。
神
々
が
織
り
な
す
日
本

　
　
　

の
始
ま
り
。
物
語
と
し
て
力
強
い
魅
力
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
　

佐
島
の
熊
野
神
社
の
伝
統
的
な
夏
祭

り
「
船
祭
り
」
が
７
月
15
日
（
日
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
で
は
、
市
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
佐
島
御
船
歌
」、

特
産
の
マ
ダ
イ
と
と
も
に
「
へ
ら
へ
ら
団

子
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
小
麦
粉
と
白
玉

粉
を
練
っ
て
手
の
ひ
ら
で
押
し
つ
ぶ
し
て

作
る
形
か
ら
「
へ
ら
へ
ら
団
子
」
と
呼
ば

れ
、
豊
漁
・
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
食
べ

ま
す
。２
０
０
８
年
に
は
農
林
水
産
省「
農

村
漁
村
の
郷
土
料
理
百
選
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
と
な
り
ま
ち
佐
島
の
郷
土
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

    

林
や
野
原
や
小
川
の
動
植
物
を
、
観
察
指
導

員
の
お
兄
さ
ん
達
と
一
緒
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
し
ま
す
。
生
物
や
自
然
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
里
山
の
自
然
博
士
に
な
れ
ま
す
よ
。

　

５
回
の
活
動
を
修
了
し
た
と
き
に
は
「
こ
ど

も
自
然
ふ
れ
あ
い
楽
級
修
了
書
」
を
授
与
し
ま

す
。    

    

◆
活    

動   

日　

２
０
１
２
年
６
月
～
10
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
土
曜
日

　
◆
活 

動 

場 

所 　

湘
南
国
際
村
め
ぐ
り
の
森

　

◆
集
合
・
解
散　

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
前
バ
ス
停

　
　
　
　
　
　
　
　

集
合
10
時
10
分　

解
散
14
時
30
分　

　

　

◆
参   

加   

費
　  

４
０
０
０
円
（
全
５
回
の
活
動
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
険
代
、
資
料
代
等
）　　

　

◆
申    

込   

み　

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
学
校
名　
　

　
　
　
　
　
　

       

学
年
・
連
絡
先
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

    　

   

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

０
４
６
（
８
５
７
）
８
６
３
６

　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル    m

iurafureai@
gm

ail.com

　
【 

主   

催
】   

協
働
参
加
型
め
ぐ
り
の
森
づ
く
り
推
進
会
議

　
　
　
　

  　

 

「
自
然
ふ
れ
あ
い
楽
校
」
グ
ル
ー 

プ

　
　

葉
山
ま
ち
づ
く
り
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
～
８
月
の
展
示
は
、
日
本
野
鳥
の

会
神
奈
川
支
部
の
葉
山
で
の
活
動
を

主
に
紹
介
し
ま
す
。
８
月
19
日（
日
）

に
は
支
部
長
の
鈴
木
茂
也
さ
ん
（
前

頁
参
照
）
に
鳥
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
地
元
の
自
然

や
生
き
物
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
！　

◆
日　

時　

８
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

11
時
～
12
時

◆
場　

所　

葉
山
町
立
図
書
館

　
　
　
　
　

２
階
ま
ち
づ
く
り
館

◆
定　

員　

20
名
程
度

◆
内　

容　

①
鳥
に
な
っ
て
み
よ
う
。

　

 

ど
う
や
っ
て
虫
を
と
る
の
？

     

ど
う
や
っ
て
さ
え
ず
る
の
？

 

②
身
近
に
い
る
鳥
を
知
ろ
う
。

     

見
た
こ
と
あ
る
か
な
？

 

③
鳥
の
秘
密
を
さ
ぐ
る
。

　

 

飛
び
方
、
歩
き
方
を
知
ろ
う
！

◆
申
込
み　

０
４
６
（
８
７
６
）
０
４
２
１

　
　
　
　
　

葉
山
ま
ち
づ
く
り
協
会　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
舎
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
で
は
７
月
28
日
か

　
　
　
　
　

ら
８
月
２
日
ま
で
、
新
潟
県
中
魚
沼
郡
に
あ
る
廃

　
　
　
　

校
を
利
用
し
た
５
泊
６
日
の
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま
す
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
農
業
体
験
・
川
下
り
・
星
空
観
察
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
行
う
。
現
地
で
は
地
元
の
方
々
も
大
勢
関

わ
っ
て
く
れ
ま
す
。
小
学
３
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

◆
問
合
せ　

０
９
０
（
４
１
３
９
）
２
３
３
０

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
舎
Ｋ
Ｏ
Ｃ
Ｏ　

代
表　

長
塚

　
　

※
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
葉
山
町
教
育
委
員
会
の
後
援
を

　
　
　

受
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

4学びたい人も遊びたい人も協会のＨＰをチェック！ 葉山まちづくり協会

佐
島
の
船
祭
り
と

　
へ
ら
へ
ら
団
子

「
古
事
記
の
成
立
と
神
奈
川
の
伝
承
」

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念
講
演
会

 〝  

鳥
博
士  

〟

　
　
　
を
め
ざ
せ
！

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
来
て

あ
な
た
も
鳥
博
士
へ
の

道
を
歩
み
だ
そ
う
！

参加者募集！
小学４年生～中学３年生

１０名

◎
特
別
講
座
案
内



　

葉
山
に
は
表
通
り
か
ら
は
遠
く
ま
た
週
末
の

み
開
店
な
ど
不
便
だ
が
見
応
え
の
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
小
道
を
散
歩

が
て
ら
寄
っ
て
み
た
い
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
発
信
し
続
け
る
な
か
で
特
に
色

濃
い
も
の
を
感
じ
る
の
は
作
り
手
自
身
が
設

け
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。
今
回
お
す
す

め
は
金
属
細
工
の
２
か
所
。
堀
内
のAN

IM
AL 

W
ARN

IN
G

は
工
房
シ
ョ
ッ

プ
オ
ー
ナ
ー
羽は
ぶ
と太
雅
和
氏

が
葉
山
の
自
然
か
ら
想
を

得
て
一
点
一
点
創
る
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
。
若

い
人
か
ら
年
配
ま
で
楽
し
め
る
温
か
な
テ
イ
ス

ト
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。
そ
れ
と
は
対
照

的
に
ク
ー
ル
な
印
象
が
魅
力
な
の
は
一
色
の 

h
ald

essin

ア
ル
デ
ッ
サ
ン
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

市
川
治
之
氏
の
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
シ
ル
バ
ー
ス

テ
ン
レ
ス
製
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
オ
ブ
ジ
ェ
。
自
邸

の
一
角
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
近
代
美
術
館
の

近
く
、海
岸
通
り
か
ら
山
に
向
か
い
奥
へ
奥
へ
。

陶
芸
家
角
田
正
行
氏
は
一
色
に
あ
る
葉
山
悠
楽

窯
で
自
ら
の
作
品
を
展
示
販
売
。
陶
芸
教
室
も

開
設
さ
れ
て
い
て
、
緑
豊
か
な
環
境
で
ゆ
っ
た

り
と
土
に
触
れ
る
時
間
が
も
て
そ
う
で
す
。
上

山
口
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杢も
く

は
牛
嶋
保
夫
氏
率
い
る

木
工
工
房
「
杢
」
が
木
一
つ
一
つ
の
個
性
を
大

事
に
し
て
作
る
家
具
、生
活
道
具
を
展
示
販
売
。

オ
ー
ダ
ー
も
可
能
で
す
。
和
菓
子
工
房
杢
の
は

な
も
店
内
に
あ
り
生
ど
ら
焼
き
が
美
味
。

　

ま
た
、
選
ぶ
人
の
確
か
な
見
識
、
ポ
リ
シ
ー

の
感
じ
ら
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
心
魅
か
れ

ま
す
。
堀
内
のGALLERY 

Tiptoe

。
明
る
い
空
間
に
洗

練
さ
れ
た
器
が
並
び
ま
す
。

Tiptoe

と
は
背
伸
び
の
意
味
。「
作
家
側
は
持

て
る
力
を
最
大
限
に
出
し
た
作
品
を
、
使
う
側

は
普
段
よ
り
少
し
背
伸
び
し
た
生
活
を
」。
な

る
ほ
ど
少
し
背
伸
び
し
て
み
よ
う
か
と
思
え
て

き
ま
す
。
一
色
のH

O
USE1891

で
は
頭
に
巻

く
、
首
に
、
腰
に
巻
く
、
物
を

包
む
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ゆ
り
か
ご

に
す
る
な
ど
多
様
に
使
わ
れ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
手
織
り
綿
布
「
ク
ロ
マ
ー
」
を

扱
っ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
生
産
者
を
応

援
す
る
貿
易
、
商
品
開
発
を
行
い
、
月
に
5
日

間
の
み
開
店
。

　

散
歩
を
し
て
い
て
街
並
み
に
と
け
こ
ん
で
い

る
ア
ー
ト
を
発
見
す
る
楽
し
み
も
葉
山
に
は
あ

り
ま
す
。
元
町
交
差
点
近
く
のLah Land

の

壁
に
は
葉
山
芸
術
祭
で
展
示
が
は
じ
ま
っ
た
写

真
家
と
ビ
ー
チ
コ
ミ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
2

人
の
コ
ラ
ボ
作
が
ベ
ン
チ
の
上
に
。
堀
内
の
小

道
を
行
け
ば
か
い
の
ど
う
ぶ
つ
え
ん
。
園
長
、

角
田
元
は
じ
め

氏
の
自
宅
門
扉
の
塀
は
園
の
発
祥
の

地
。
週
替
わ
り
に
作
品
を
展
示
し
続
け
6
年
!!

尽
き
ぬ
着
想
に
驚
き
ま
す
。
静
か
な
住
宅
街
で

す
。
そ
ー
っ
と
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
各
所
の
詳
細
は
葉
山
ま
ち
づ
く
り
協
会
Ｈ
Ｐ
ブ
ロ

グ
内
「
何
か
い
い
こ
と
な
い
か
カ
レ
ン
ダ
ー
」
へ)

2たまにタヌキも観察可 葉山まちづくり協会

ANIMAL
      WARNING

HOUSE 1891

GALLERY                    
Tiptoe

第 12 回 葉山まちづくり展 交流イベント
街や自然の中でまちづくり活動を体験しよう！
すべて予約が必要です。参加費の記載のないものは無料です。

葉山の ｢ 今 ｣ を写真で切り取ろう
７月 7 日 ( 土 )15 日 ( 日 )10：00 ～ 14:00

デジカメをもってまちへ。子どもたちの ｢ 目 ｣ で集め
た写真から葉山の ｢ 今 ｣ を表現しよう。
集合：KOCO 教室 ( 一色 1524) 弁当持参 
定員：小学校３年生以上 ( 親子参加可 )10 名 
申込み：080-1295-6591 長塚 
主催：学舎 KOCO （まなびやここ）

古民家で語ろう ｢ 新しい住まいかた・使い方 ｣
ワークショップ
7 月 8 日（日）
緑豊かな町の　「宝ものエリア」　に佇む古民家で、250
坪の美しい庭を愛でながら、まちのあり方について、
葉山での暮らし方について、一緒に考えてみませんか？
会場：葉山町堀内の個人邸
時間：10 ～ 12 時　13 ～ 15 時　16 ～ 18 時 
定員：要予約　各回 15 名　参加費：500 円
申込み：090-1115-1312 高田
主催：NPO 法人葉山環境文化デザイン集団

木古庭地区文化財巡り
７月 14 日（土）9:00 ～ 12：00
バス停「不動橋」→馬頭観音→長屋門→伊東家の墓→
本圓寺→高祖井戸→不動滝→不動堂→神明社→庚申塔
→涌井戸→バス停「境橋」
集合：バス停「不動橋」（木古庭）
定員：40 名程
申込み：046-875-7726 斉藤  留守電 OK
主催：葉山町文化財研究会	

日露戦争前夜の ｢ 葉山・一色会議 ｣ ゆかりの地を歩く
７月 15 日（日）10:00 ～ 12:00

日露戦争時のキーマンの旧別荘およびその周辺を巡り
ます。高橋是清別荘跡～小村壽太郎終焉の地 ( 記念碑 )
～桂太郎別荘 ｢ 長雲閣 ｣ ～金子堅太郎別荘跡 ( 一色公園）
集合：地域交流館　バス停 ｢ 芝崎 ｣ 下車     定員：8 名
申込み：090-2312-2257 野中 
主催：葉山近現代史を語る会

親子海辺の安全教室
７月 16 日（月・祝） 10:00 ～ 12:00
ライフセービングのデモンストレーション、ペットボ
トルレスキュー体験、レスキューボード、レスキュー
チューブ、ニッパーボード体験
会場：海の家「一色ロイヤルビーチ」
定員：20 組の親子（３歳以上の幼児小学生とその保護者 )
申込み：046-876-2287 海野
主催：オーシャンファミリー海洋自然体験センター

みんなで歌おうアミスタ ( 友情 ) 会
8 月 5 日（日） 14:00 ～ 16:00

歌で元気に ! 元気に歌を !　
20 曲の名曲や唱歌を大合唱します。
会場：葉山町福祉文化会館 大会議室
定員：50 名、　資料代一人 500 円
申込み：046-875-0029 高梨　
主催：60 才からの音楽教室 

下山川と寺前谷戸生物観察会
8 月 11 日（土）9：00 ～ 12：00

下山川流域と寺前谷戸に生息する生物 ( 昆虫、両生類等 )
の観察を通して葉山の自然に触れ、生き物の生態に興
味を持てるようになる新しい野外遊びを行います。
集合：上山口小隣りの教育研究所駐車場  定員：20 名
申込み：090-3239-2323 三井 mitsui7@beige.ocn.ne.jp 
主催：葉山 ホタルの会
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緑
が
深
ま
る
こ
の
季
節
、
一
度
し
お
さ
い
公

園
を
訪
れ
て
み
よ
う
。

　

し
お
さ
い
公
園
は
、
元
葉
山
御
用
邸
付
属
邸

跡
地
で
、
大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
昭
和
天
皇

が
皇
位
継
承
さ
れ
た

昭
和
発
祥
の
地
で
あ

り
、
ま
た
神
奈
川
県

の
公
園
５
０
選
に
も

選
ば
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
し
お

さ
い
公
園
入
口
に
は

践せ
ん
そ祚
（
皇
位
継
承
）
の
碑
が
あ
る
。

　

五
五
〇
〇
坪
の
広
大
な
敷
地
内
に
入
る
と
葉

山
し
お
さ
い
博
物
館
が
あ
り
、
玄
関
前
の
車
寄

せ
は
、
当
時
の
附
属
邸
の
お
も
む
き
を
そ
の
ま

ま
残
し
た
も
の
。
館
内
は
相
模
湾
で
捕
獲
さ
れ

た
海
洋
生
物
（
剥は
く
せ
い製
・
模
型
）
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、
中
で
も

昭
和
天
皇
御
下

賜
標
本
や
深
海

生
物
の
展
示
は

こ
こ
で
し
か
見

る
事
が
出
来
な

い
。　

　

日
本
庭
園
に

は
大
き
な
池
が

造
園
さ
れ
て
い
て
あ
ざ
や
か
な
錦
鯉
や
な
ぜ
か

亀
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
園
内
に
は
茶
室
が
あ
り
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
年
に
幾
度
と
な
く
お
茶
会
が

開
か
れ
て
い
る
。

　

黒
松
の
林
を
進
ん
で
行
く
と
、
一
色
海
岸
か

ら
の
潮
騒
が
耳
に
入
っ
て
来
て
、
そ
こ
に
生
い

茂
る
ツ
ツ
ジ
や
ツ
ワ
ブ
キ
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
ア
ジ
サ
イ
と
、
波
の
音
を
聞
き
な

が
ら
、
四
季
折
々
の
植
物
が
い
つ
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
公
園
の
自
慢

で
あ
る
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
、
相
模
湾
の
先
に

富
士
山
を
一
望
で
き
る
パ
ー
ゴ
ラ
テ
ラ
ス
と
い

う
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が
現
れ
る
。
そ
こ
で
、
美
し

い
葉
山
の
景
色
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
た
後
は
、
潮

見
亭
と
い
う
屋

根
つ
き
の
休
憩

場
で
一
息
つ
い

て
、
ふ
わ
ふ
わ
の

芝
生
広
場
を
満

喫
で
き
る
公
園

と
な
っ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
大

人
・

高

校

生

３
０
０
円
、
小
中
学
生
が
１
５
０
円
（
小
学
生

は
夏
休
み
期
間
等
無
料
に
な
る
期
間
が
あ
る
）

70
歳
以
上
と
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無

料
と
な
っ
て
い
る
。
20
台
収
容
可
能
な
駐
車
場

も
完
備
。
神
奈
川
県
立
美
術
館
葉
山
と
も
隣
接

し
て
い
て
割
引
も
あ
る
。

　

二
子
山
探
鳥
会
は
毎
月
第
３
日
曜
日
に
逗
子

市
と
葉
山
町
に
ま
た
が
る
二
子
山
で
行
な
わ
れ

だ
れ
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

　

探
鳥
会
で
は
常
時
、
野
鳥
や
二
子
山
の
自
然

に
詳
し
い
３
～
４
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
案
内
し
ま

す
。
コ
ー
ス
は
長
柄
交
差
点
バ
ス
停
→
逗
葉
新

道
→
ヤ
マ
ト
運
輸
→
福
厳
寺
→
大
山
林
道
→
二

子
山
山
頂
→
南
郷
公
園
で
す
。　

　

日
本
野
鳥
の
会
神
奈
川
支
部
の
鈴
木
茂
也
さ

ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。　

　

一
回
の
探
鳥
会
で
は
オ
オ
ル
リ
、キ
ビ
タ
キ
、

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
を
は
じ
め
と
し

二
十
五
種
か
ら
四
十
種
類
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ

ま
す
。
四
月
下
旬
～
六
月
、
特
に
五
月
六
月
は

い
ち
ば
ん
良
い
季
節
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
な
わ
ば
り
の
確
保
、
メ
ス
に

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ず
な
を
強
く

す
る
た
め
よ
く
さ
え
ず
り
ま
す
。
同
時
に
子
育

て
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
野
鳥
だ
け
で
は
な
く
鳥
を
支

え
る
生
物
や
そ
れ
ら
を
育
む
多
く
の
植
物
な
ど

も
観
察
し
ま
す
。
日
頃
は
気
に
か
け
な
か
っ
た

鳥
以
外
の
く
も
、
毛
虫
な
ど
が
ど
う
い
う
役
割

を
し
て
い
る
の
か
？　

木
や
花
、
自
然
の
も
の

が
自
然
に
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。

　

山
歩
き
を
す
る
時
、
大
切
な
こ
と
、
気
を
付

け
て
貰
い
た
い
こ
と
は
鳥
に
迷
惑
を
か
け
な
い

こ
と
で
す
。
あ
ま
り
近
づ
く
と
子
育
て
の
邪
魔

に
な
り
子
育
て
に
影
響
が
出
て
く
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
親
鳥
が
餌
を
く
わ
え
て
子
ど
も
の

待
っ
て
い
る
巣
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
時
、

行
く
手
に
人
が
い
る
と
ず
う
っ
と
巣
に
帰
れ
な

付属邸の車寄せをそのまま

園内は癒しの空間です

昭
和
へ
の
憧
憬
、
い
こ
い
の
場

し
お
さ
い
公
園
・
し
お
さ
い
博
物
館

オオルリに出会えるかも

く
て
雛
鳥
に
餌
を
や
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
鳥
の
一
生
は
短
く
少
し
の
時
間
ま
で
も
そ

の
鳥
に
と
っ
て
は
貴
重
な
の
で
す
。

　

き
れ
い
な
鳥
を
見
る
と
夢
中
に
な
っ
て
カ
メ

ラ
で
追
い
か
け
た
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

待
ち
同
じ
場
所
に
、
い
つ
づ
け
る
こ
と
は
野
鳥

に
と
っ
て
は
迷
惑
で
す
。

　

巣
作
り
の
途
中
で
も
そ
の
場
所
に
危
険
を
感

じ
る
と
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

自
然
の
な
か
に
行
っ
た
ら
謙
虚
に
人
の
影
響

を
野
生
の
生
き
も
の
に
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。　

〈
問
合
せ
〉
０
９
０
（
５
８
２
８
）
５
２
１
３

　
　
　
　

  

日
本
野
鳥
の
会　

鈴
木
茂
也

ベンチに座って観て

葉
山
の
ア
ー
ト
を
行
く

ギ
ャ
ラ
リ
ー
巡
り
で
知
る

　
　
葉
山
も
う
一
つ
の
魅
力

野
鳥
た
ち
へ
の

              

優
し
い
自
然
観
察
を

二
子
山
探
鳥
会
の
す
す
め　


